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ニュージーランド英語の諸相：地域方言と階級変種
渡辺宥泰
１．はじめに
昨今ニュージーランドはその"greenimage”も手伝って日本を始めとする
極東の若者の留学先として大人気を博している。一方，我が国の公私様々な教
育機関に籍を置く同国出身の英語教師の数も増加の一途と聞く。英語教育の現
場におけるニュージーランド英語［以下ＮＺＥと略詞の重要`性は高まるばか
りであるが，それに関する体系的研究は国内では皆無に近い状態であるiij。例
えばイギリス英語やアメリカ英語に代表されるような他の地域変種と違いはあ
るのか，もしあるとすればどう異なるのか。これは現地でもまだ歴史の浅い文
字通り現在進行中の研究領域である。この小論ではＮＺＥの本格的研究が始ま
った経緯を概観した上で，ＮＺＥとイギリス英語との関係，さらにはＮＺＥ内
部の様々な変種について，ＮＺＥに特有と言われる四つの二重母音に論及しな
がら考察する。
2．ＮＺＥ研究の萌芽
言語には時の経過と共にその姿を変えて行く宿命がある。そして当然のこと
として地理的に隔たり人的交流も疎遠になりがちな地域間では，その変化の方
向に大かれ少なかれ相違が生じてくる。この原則からすれば「対蹴地」（the
Antipodes）ということばで言及され，イギリスから見て地球の裏側に位置す
るニュージーランドで行われる英語が，現代イギリスのそれと異なることは十
分に予想されるはずである。しかし別個で対等の地域変種という視点に立って
ＮＺＥを論じることは，一般的にも学問的にもほんの二十年前まではまれであ
ったと言えよう。つまりＮＺＥ特有のある特徴が認識されても，それは教養や
美意識の欠如から生じる，模範とすべきイギリス標準英語［特に容認発音
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(ＲＰ)］の誤用ないしそれからの逸脱と見なされた。例えばアメリカ英語を語
る場合のように，ＮＺＥを一つの独立した英語の変種と位置付ける姿勢は一般
的ではなかったのである。
これには様々な理由が考えられ得る。一つには本家であるイギリス英語との
枝分かれの時期が，世界の他の地域の英語と比べずっと新しいという歴史的事
実がある。主にオーストラリアからの散発的な来訪はあったものの(2)，この地
に英語圏からの組織的な定住が始まるのは]840年のワイタンギ条約（Treaty
oIWaIitangi）締結以降のことである。時すでに陸・海の交通手段は十分な発
達を収めており，今世紀に入ると電話・ラジオ等に代表される音声による通信
網も爆発的に広がっていく。このような状況下では英語の地域的な差異は生じ
難いし，また生じさせてはならないとの一般認識が生まれても不思議はない。
もう一つの要因はイギリスとの密接な民族的・文化的関係である。これにつ
いては，最近まで移民の圧倒的多数が大ブリテン島，アイルランド，オースト
ラリアからの出身者で占められていた事実がすべてを語ってくれる(3)。ニュー
ジーランドは1907年に自治領（Dominion）の地位を与えられたものの，完全
な独立国家となるまでにはさらに40年を要した。その間の二つの世界大戦に
｢祖国英国」のため出兵，特に第一次大戦［ニュージーランドではtheGreat
Warとして知られる］では徴兵適齢期（19歳から45歳）の男子の８％近くが
帰らぬ人となっている。ちなみに国内402箇所の戦争記念碑中，７２の碑銘には
｢英国のために」「帝国のために」「国王と祖国のために」等といった言葉が刻
まれているのに，「ニュージーランドのために」はわずか３例であり，ここか
らもイギリスへの帰属意識の強さが偲ばれる（McKinnonl997:Plate78)。
また'949年から1973年まではパスポートに「英国臣民かつニュージーランド市
民（BritishSubjectsandNewZealandCitizens)」と記載されていた［Ba‐
yard（l995a:１１４）参照]・イギリス本国あるいは広く英連邦（theComlnon‐
wealth）への忠誠心や懐郷の念は年配者を中心に今も根強く，伝統あるマス
コミの記事は質・量共に依然としてイギリス志向的であるい)。このような社会
思潮の中では，自らの英語のイギリス英語からの逸脱を憂えても，その独自の
発展に胸を張れる人々は少数であった。
例えばイギリス英語とのあり得る限りの近似`性を自負する，あるいは願う気
持ち力似下のような発言を生み出したと考えられる。
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Touseabroadgeneralisation,ｉｔｃａｎａｌｓｏｐｒｏｂａｂｌｙｂｅｓａｉｄｔｈａｔ 
ｗｈｉletheEnglishspokeninNewZealandｉｓｎｏｔ“standardEnglish'’ 
一ａｓｔｈａｔｔｅｒｍｉｓｃｏｍｍｏｎｌｙｕｓｅｄｂｙＪａｐａnese-itiscloserto
``standard”（ｏｒ“Queen，s，､）Englishthanaremostofthevarietiesof 
EnglishspokenintheotheTcountries,besideBritain,whereEnglish 
isthemother-tongue（沢田1981:４）
これは沢田（1981）の巻頭にある駐日ニュージーランド大使（当時）からの
祝辞の一節であるが，一国を代表する人物の英語観として興味深い。他の地域
方言と比べ「女王英語」に近いと明言している点もさることながら，「(イギリ
ス）標準英語」との関係にあえて言及していること自体が注目に値する。次に
見る日本の研究諸家にも同様の指摘がある。
ニュージーランド英語は他のどの非ヨーロッパ変種よりイギリス標準英語
に近い（岩崎他1988:１０９)。
オーストラリア人から見れば，彼らの話す英語［＝NZE］はイギリス標
準英語と思われるほど，イギリス英語に類似していると言われる（石黒
1992:１００)。
少し先回りをして言えば，少なくとも現在の発音に関する限り，ＮＺＥが
｢イギリス標準英語［＝ＲＰ］に近い」とは思えない。しかし「.．．と言われ
る」という伝聞調の表現から，あるいは一般ニュージーランド人の期待や思い
込みを代弁したと考えれば，必ずしも不適切な記述とは言い切れない。ニュー
ジーランド人は榊卜で，特に英語圏では，その発音からイギリス人ではなくオ
ーストラリア人と間違われることの方が圧倒的に多い（GordonandDever-
sonl985:１３)。一方オーストラリアではタスマニア島出身者と疑われること
もあるらしい（McCrumetaLl9922:328)。いずれにしてもイギリス（標準）
英語との類似』性を否認された上に，こともあろうにあらゆる面でライバルを意
識するAussie（オーストラリア人）と，さらにはその地方出身者とすら混同
されるとは，Ｋｉｗｉ［ニュージーランド人を指す最も一般的な呼棚の受ける
ショックは察して余りある(5)。もっとも他ならぬニュージーランド人自身が両
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国民を発音から正確に識別できるのかどうか疑わしい面がある。例えばUni‐
versityo(Otaｇｏの学生を対象とした実験で，ごく普通のオーストラリア英
語の声を60％以上がニュージーランド人と解釈したという皮肉な結果もある
(Bayardl995a:107)。
長年にわたるイギリス英語一辺倒な志向に明らかな変化の兆しが見え始めた
のは70年代も半ばになってからである。この頃イギリスのＥＥＣ加盟（1973
年）を受けて貿易・外交面での脱英化が進み，これに歩調を合わせるように環
太平洋の一員という国家のアイデンティティが強く意識されるようになった。
オーストラリアを手始めに南太平洋，北米，さらにアジア諸国との対外関係が
緊密化される一方，国内的にはマオリ（Maori）に代表される伝統文化の
(再？)評iliも始まった。1987年にはついにマオリ語も公用語の地位を獲得する
ことになる(6)。このような自国文化に対する自信はＮＺＥへの関心に結びつ
く。すでに第二次大戦以前からＮＺＥを扱う論文やエッセイ，あるいは部分的
にそれに触れる著書も少数ながら刊行されてはいた。しかしそのほとんどは文
化人類学やイギリス標準英語を規範とする言語教育の視点から書かれたもの
で，ＮＺＥそのものを主題とする，純粋に記述的な著作はほとんど存在しなか
った。自国の文化を誇る気持ちが熟成しない限り，ＮＺＥの独自性を中立的に
あるいは肯定的に論じようという姿勢は生まれてこなかったのである。
ニュージーランド人の手による本格的ＮＺＥ辞典Ｈｂｉ"ｃｗα"〃jVl9mZezzZ`zlzd
Diam"ａｒｙ(1979）の発行は，時代思潮が転換期を迎えたことの一つの具現で
あったと言える。これはVictoriaUniversityoIWeUingtｏｎのHarryOrs-
manが編修を担当，ニュージーランド起源の語・句を積極的に収録した初の
辞典である。これに触発されたかのように，ＯＵＰ,Collinsからもニュージー
ランド人を編集者としNewZeaIandの名を冠した辞典の出版力湘次ぐ。ちな
みに７此jV'ｍＺｍＪｔＪ']‘PbcA2rOJE/、/Dicti011aryの初版（1986）はＲＥ・
Allen編ＰＯＤ７版（1984）を下敷きにRBurch(ieldが編んでいるが）Ｓｉ４Ｐ‐
此me'ZtStOtAeO』ﾋﾟﾉblT/Ｅ'28/おAI)ic"o"α')（1972-86）の編者として名高い氏が
ニュージーランド出身であることは以外に知られていない。ＨＯｒｓｍａｎ編集
の７ルDibtiol辺ぴq/ﾊﾉiFUﾉＺ"と"‘Ｅ"gﾉﾎﾉＩ（1997）は，初期移民の時代から現
在までのNZE特有の語・句を歴史的原則（historicalprinciples）に従って記
録した語彙論研究の金字塔と言えよう。この辞典の表紙カバーにある一節は，
NZEがニュージーランドで現在どう位置付けられているかを端的に表してい
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る。
ThewordsNewZealandersuseexpresstheirseparatenationaland 
regionalidentity，ａｓｗｅＵａｓｔｈｅｉｒｍｅｍｂｅｒｓｈｉｐｏｆａｗｏｒｌｄwidecom 
munityofEnglishspeakers・NewZealandEnglishisanalionaltrea-
sureltrepresentsthesocialandcultural（orcesthathaveshaped 
NewZealandhistoryintheperiodsinceEuropeansettlement,while 
alsoreflectingthemodempreoccupationsandconcernso［contem‐ 
porarvNewZealanders． ▽ 
一方Turner（1966）はＮＺＥを扱った単行本の草分けと言ってよい。あく
まで議論の重心はオーストラリア英語の方にあるが，対等の地域方言として
ＮＺＥにしかるべき地位を認めた記述姿勢は当時としては画期的である。ＮＺＥ
研究史上これに続く業績として，Huygens（1979）とAbell（1980）を挙げ
ないわけにはいかない。前者はUniversityｏ(Aucklandに，後者はUni
versity。(Canterburyに提出された修士論文で刊行こそされなかったものの
［それぞれHuygensandVaughan（l983LGordonandAbell（1990:36-47）
に要旨再鋼，いずれも民族背景（ethnicity）や階級によるＮＺＥ内部のなま
りについて，ニュージーランド人力鞄〈意識（attitude）を解き明かす意欲的
論究である。どちらも60年代のWilliamLabovに始まる計量社会言語学
(quantitativesocioIinguistics）の手法［具体的には主観的反応テスト
(subjectivereactiontest)］を導入しているという意味でも革新的であった。
しかしその後のＮＺＥ研究に与えた影響の大きさという点では，Gordonand
Deverson（1985）に勝るものはないであろう。音韻・語彙に始まり起源・方
言・言語意識に至るまで，ＮＺＥに関わる様々な主題を（そしてＮＺＥのみに
絞って）真正面から論じたこの書は，以後活発化するＮＺＥ研究の方向を決定
付けたと言っても過言であるまい。大学用テキストという体裁を取りながら
も，積年の研究成果に裏打ちされた労作であったことが，行間からも読み取れ
る。なお同書にはこれに続くGordonandDeverson（1989)，Gordonand
Deverson（1998）と同様，往時の写真や挿絵，雑誌記事や新聞投書といった
生の資料が豊富に収められており，歴史書としても興味深いものがある。
Hosei University Repository
1６０ 
3．地域方言
ある特定地域の変種を論じるに際しては，二つの要素の介在を常に視野に入
れておく必要がある。一つはその地域内においてさらに細かな下位区分が可能
かどうかということ，二つ目は社会方言，特に社会階級による変種との関わり
合いである。この章ではまず前者についてＮＺＥの現況を眺めてみる。語彙の
レベルではいくつかの地域差がWli認され，その多くは明らかに初期の入植者の
出身地に遡ることができるものである。例えば伝統的にスコットランド系の入
植者が多かったOtaｇｏ［Dunedinを中心とする南島南東部］やSouthland
[南島南部］では，現在でも多数のスコットランド起源の語・句を採集するこ
とができる(７１。またWestCoast［南島西部から北西部にかけての地域で，
Westlandとも呼ばれる］にも独特の語彙の存在が指摘されている１８１．これは
3000メートル峰を含む急峻な南アルプス（SouthemAlps）が久しく太平洋側
との交通の障壁となっていたため，この地方にアイルランド・オーストラリア
起源の語がそのまま残存したものと考えられる柳。その他の地方にも特有の語
葉が存在する，あるいは南島・北島間でも差異があるとの報告もあるが'10)，
その詳しい分布については今後の調査を待たねばならない。
一方，音韻に関する地域変種としてはSouthland方言が有名である。これ
はOtaｇｏからSouthlandにかけての地域で行われる変種で，語彙の場合と同
様，この地への入植者の大部分がスコットランド出身であったことに起因する
のは間違いない。この方言に最も特徴的なのは母音直後の/r／（postvocalic
/r/）の発声である。このｒ音は一般に「南部の震え音」（Southlandburr）と
して知られているが，厳密には舌先甑動音，口蓋垂甑動音［精密表記ではそれ
ぞれ[r]，［R]と表される］のいずれでもなく，アメリカの中部方言（Mid‐
land）や北部方言（Northern）で聞かれるものと同じ，反l〕舌の（retro(Iex）
接近音（approximant）である［精密表記ではい]］（Bayardl995a:４０;108-
09)。InvercargillとSouthland中部についてBartlett（1992）が詳しい調査
を行なっているが，それによれば特に農村部で，女性より男性が，そして一般
に年齢が上がるにつれてｒ音の出現率は高くなる傾向がある。その一方で総じ
て出現率が低い都市部では，２０歳以下の若者が妓も高い数値をマークするとい
う逆転現象が一部の音環境で見られる(１Ｍ・南部人としてのアイデンティティ
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が近年高まってきている結果か，それとも成人以降"stigma"を恐れて意識的
に「なまり」を押さえるのか，結論は今後の発表を待ちたい('２１。
Southland方言のもう一つの音韻特徴は，直後に/m/,/､/＋子音，または
/I/,/0/,/s/が続く環境で，一般的なNZEの音/a/が/ae/となる現象である'１１３)。
例えばchance,dancecastleといった語でこれが聞かれるが，アメリカ中
部・北部方言ではおなじみの発音である。都市部では一般的に/a/への同化が
進んでいると思われるが，Bartlett(]992）の調査によれば公的な場では/a/，
私的な脈絡では/ae/を使い分ける人もあるらしい。同郷人との連帯を保ちつつ
も"stigma，，を恐れる屈折した心境が窺われる。
Southland以外のなまりについてはまだ十分な資料がないのが現状である。
｢WestCoastなまり」に関する10-12歳を対象とした調査（Durkinl972）
は，Christchurchの小学生の発音と実質的な差異はなかったと結論付けてい
る('4)。しかし語彙に関する結果から考えて，年配者を対象に調査すれば，違
った結果が得られた可能性も否定できない（GordonandDeversonl985：
61)。
Auckland,Wellington,Canterbury［Christchurchを中心とする南島東
剖の地域間にも違いがあると主張する人がいる。Canterburyの発音は最も
ＲＰに近く，Wellingtonのそれは活力に満ちていて，Aucklandでは人口構
成がそうであるように多様ななまりが混在しているというのである。気候の温
和なEastCoast［北島東部］の発音は間延びしていて，寒さが身にしみる
Wellingtonでは発音も歯切れがよいという気候因果説を唱える人もある［い
ずれもGordonandDeverson（1985:６１）に収鋼。しかし確実な根拠は今の
ところ何もない。DBayardがUniversityoIOtagoの学生を被験者として
話し手の出身地をその発音から当てる実験を試みたところ，果たして北島/南
島いずれの出身であるかを正しく推測できた者は約半数に過ぎなかった。つま
り偶然以上の関係はなかったということになる（Bayardl990:８５)。South‐
land方言を別にすれば，発音の地域差と一般に信じられているもののほとん
どは実は階級的な差異なのではないかとも思われる。これを裏付けるにはより
広範かつ精繊な調査が必要であるが，交通・通信網の発達と教育の普及を考え
合わせると，地域方言はたとえ存在するとしてもすでに衰退の方向にあると見
るのがより妥当であろう。
統語論に関する地域差については語彙論・音韻論と比べても情報が極端に少
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ない。Southland方言では“Thecarneedswashed.”“Thecatwants
stroked,，のように，ｎｅｅｄやwantが動名詞ではなく過去分詞をとることが許
されている（Bartlettl992:１２)。一方WestCoastでは"ThegirlofSmith',
のように人称性の名詞であっても，属格［Smith，sgirl］ではなくof-phrase
が好まれるとされる（Durkinl972)。現在のところ確実に言えそうなのはこ
の程度のことでしかない。
4．社会階級的変種
ＮＺＥにおける社会階級による発音差については，MitchellandDelbridge
(1965:３５）によるオーストラリア英語の分類に倣って"cultivated”（教養あ
る)，“general,，（一般的な)，‘`broad，，（なまりの強い）の３種を認めるのが一
般的である［以後，それぞれCNZEGNZE,ＢＮＺＥと略詞。ＢＮＺＥには
黒いランニングシャツ（blacksinglet）にゴム長靴（gumboots）姿の農夫の
イメージが付きまとう('3)。一方ＣＮＺＥは私立女子校出のお嬢様や社交界の名
士といったところか。なおＣＮＺＥが最もＲＰに近くＢＮＺＥが最も遠い位置
にあるが，３種の境界はあいまいで全体として漸次的な連続体をなしていると
いう点に注意すべきである。
また話者個人の発音が常に一定の範鴫内に固定されているとは限らない。無
論どのような使用の場でも同じ発音型に留まっている話し手もいる。しかし上
司にはＣＮＺＥで話しかけ，同僚との日常会話にはＧＮＺＥを用い，さらに親
友とhotel［ニュージーランド語法で酒場を指す用法あり］でBNZＥによる
ラグビー談義，というように場面に応じて三つの変種を使い分ける人も珍しく
はない。一種のcode-switchingであるが，特に女』性は公的な場でＲＰに近付
ける方向で切り替えを行なう傾向が強いと言われる。
MitchellandDelbridge（1965:1-3）は"modified，，（部分修正した）とい
う第四の範鴫も導入しているが，同じ変種はＮＺＥでも認められる。これは社
会的地位の上昇を意識して，話者に本来備わっていた階級変種［主にGNZE］
をＲＰに倣う形で不完全に修正したものである。例えば二重母音はＲＰの方
向に修正したものの［第５章参照ｌＧＮＺＥのもう一つの特徴一ＲＰにおけ
る/,/が/i/に中舌音化（centralization）する現象一はそのまま残存している
ケースがこれである。この変種［以後ＭＮＺＥと略訓は「気取った」「わざ
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とらしい」発音として，冷笑を買うことも少なくない。なお各変種に対する言
語意識（languageattitude）については別の機会に詳しく論じたい。
ところでイギリスからの移民の第一世には少数とは言えＲＰを話す人々も
いる。またテレビ・ラジオの番組にはＢＢＣ系のものも多く放送されているの
で，ＲＰないしそれに近いイギリス発音を耳にする機会はニュージーランド国
内にあってもけっして少なくはない［第２章注４参照]・このことから，さら
にＮＺＥの形成にＲＰの果たした規範的役割を考え合わせて，ＮＺＥの音韻体
系を論ずるには合計５種類の階級変種を設定するのが便利であろう［図ｌ参
照]・
図１NZEの階級変種
ＣＮＺＥ 
ＲＰ Ｈ、
１－－－－－ 
ＭＮＺＥ１ＭＮＺＥ２ 
各変種間の境界は漸次的で不明瞭なため点線となっている。ＲＰについては
ニュージーランドに生まれ育った人が耳にすることはあっても，自らそれを身
に付けることは現実にはまずないと考えられるので鎖線で表示されている。
ＣＮＺＥとＲＰは音韻面では近似しているものの，前者には後者特有の甚だし
いイントネーションの変化が欠けているという点で，かなり決定的な違いを有
する。それを考慮して両者の境界は実線である。また理論的にはＣＮＺＥと
ＧＮＺＥ，ＧＮＺＥとＢＮＺＥそれぞれの間にＭＮＺＥｌとＭＮＺＥ２が生ずる可
能性があるが，後者の場合には「キザな」発音として冷笑されることはあまり
ないようである。
上図でＣＮＺＥの面積が小さいことには根拠がある。これはこの型の話者が
年配者に偏り，その数が減少しているという事実の反映である。例えば
BayaTdは1984年から85年にかけて40才以下を中心とする男女141人の発音を
分析したが，そこからは若い話し手によるＣＮＺＥのサンプルは一つも採取で
きなかったと報告している（1990:７４)。自身が典型的なＣＮＺＥの話し手であ
るUniversityｏ{CanterburyのElizabethGordon準教授も，自分と同様の
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発音をする人が近年非常に少なくなったとの認識を語っている（筆者との個人
的談話1996)。同教授はMargaretMaclaganと共にChristchurchの100名を
越える高校生を対象に，1983年から５年毎に発f音に関する実地調査を行なって
いる。それによれば1983年の時点では私立女子/男子校にＣＮＺＥを話す生徒が
一定数在籍していたのに対して，９３年の調査までにはその数は著しく減少し，
被験者のほとんど全員がＧＮＺＥを話していたという［GordonandDever‐
Ｓｏｎ（1998:４３;138）に一部紹介]帆。さらにテレビ・ラジオの放送でも，イギ
リス色の強いＴＶＯＮＥ［第２章注４参照］やConcertＦＭ等の一部のアナ
ウンサーを除けば；ＣＮＺＥを耳にする機会は1980年代以降大幅に減ってきて
いる［Bayard（l995a:１０７）参照]。
第２章で引用した「NZEがＲＰに近い」という発言は［いまだに巷の観光
ガイドにはその趣旨の説明が多いＬｃＮｚＥを指しているとあえて解釈すれば
確かにその通りである。しかし現在の状況は勿論，それがＲＰに準じる模範
と見なされていた二十年以上前も，その話者はやはり少数であった。よって以
後（そしてこれまでも）筆者がＮＺＥの音韻特徴に言及する時には特に断りが
ない限り，地域的にはSouthland方言を除くＮＺＥを，また階級変種として
は最大多数の話者を擁する，言いかえれば１１吏用頻度が股も高いＧＮＺＥを念頭
に置いているものと理解されたい。
５．「不快な植民地音」
ここでは前章で論じた階級変種を視野に入れて，四つの二重母音一/eIA/a,/，
/au/,/auノーについてＲＰとＮＺＥの対応関係を見てみたい。この関係は個々
の単語で個別的に成立するのではなく体系的なものである。これらの二重E&音
はＮＺＥを他国の地域方言と識別する最も明白なマーカーの一つと言われ，一
般のニュージーランド人もそのことをよく認識している。この４種の発音につ
いてＲＰはWells（1990)，Jones（199715）を参考に，一方ＮＺＥはBauer
(1986)．Ｂａyard（l995a:48-51)，GordonandDeverson（1998:42-43）等に
基づいて，成節部の舌の位置とその移動方向を'２１２－図５に示す。なお図中の
●（黒丸）は基本母音（cardinalvowels）の位置を示し，また必要に応じて
触れるオーストラリア音はMitchellandDelbridge（1965）による。
ＲＰの/el/はＧＮＺＥでは/al／に対応し，例えばtake/talk/,ｇａｔｅ/galt／と
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なる。これは外国語として英米標準音を学んできた者にとって，最も容易に認
められるＮＺＥの特徴である。ＢＮＺＥでは成節部の舌の位置は後母音の領域
まで下が}〕／tAIk/,/9A1t／となる。この場合にはGeneralAustralianEnglish
[以後ＧＡＥと略記］と重な})合う。いずれにしても主音の位置はＲＰと比べ
ずっと低く，わたり（glide）ははるかに長い［図２参照]。
図２ＲＰ/elノ
/i／ /ｕ／ 
/Ｏ／ 
ノコ／
／a／ 
－－‐‐‐‐‐‐・ＲＰ－－■－－ＧＮＺＥ
/ｑ／ 
BＮＺＥ 
ＲＰの/al/はＧＮＺＥでは例えばｂｕｙ化AI/､ｔｉｍｅ/tAIm/のように/AI／とな
る。ただしＢＮＺＥでは後母音化がさらに著しくＧＡＥと同じく／Cl/になる。
私事ながら中古車のセールスマンとの交渉中，ｔｙｒｅ/to,O/をtoｙ/tOI／と聞き
違えた経験がある［lXl3参照]ｏ
ＲＰの/aU/がＧＮＺＥでは舌の位置が高く／配｡／になる。すなわちｎｏｗ
/､記(j/,house/h妬us／である。ＢＮＺＥでは/鉈(j/の領域を越え/ＥＣ/にまで高ま
る場合がある。オーストラリアでも同じ傾向が兇られ/鉈U/が最も広く行なわ
れ，BroadAustralianEnglishではさらに尚〈なるといわれている。この二
重母音に関する限りＯＡＥとの関係は非常に近い［図４参照]ｏ
ＲＰの/0u／はＧＮＺＥでは/Au／に推移し，わたりがずっと長くなりｇｏ
/gAu/,road/rAud／のように発音される。ＢＮＺＥでは前舌化して/au/に近付
くことがある。ＧＡＥも/A(j/であり，ほぼ同じ傾向である［図５参照]。
ところで発音にはある程度個人差が付き物である。また発音記号で表される
各音の領域はその極となるべき位置は確定されても，領域同士の境には切れ目
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図３ＲＰ/alノ
、
-‐－－－－－－ＲＰロローロローーＧＮＺＥ－－－－－ＢＮＺＥ
図４ＲＰ/aⅣ
-‐‐‐‐‐---ＲＰｐ－－－－ＧＮＺＥ ＢＮＺＥ 
がなく不明瞭である。これらの条件を考慮に入れて，上記の図はあくまで目安
であることを強調しておきたい。
これらの音はいずれも古くから「不快な植民地なまり」（objectionable
colonialdialect）とか「四つの顕著な欠陥」（fournoteworthydelects）な
どと蔑称され('7)，学校教育の場で常に批判と矯正の対象になってきた。１９１０
年にNapieTBoys，HighschoolのＭｒＥ.Ｗ､Andrewsという人物がＮＺＥ
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図５ＲＰねじノ
、
－－－‐一ＲＰ－ＧＮＺＥ ＢＮＺＥ 
に関する公演を行なっている。これを収録した文芸雑誌、ｂｅ乃iadlAugust
lql910:37-41）の紹介文によれば；彼は世に認められた「英語の権威」だそ
うであるが，その中で「耳に障る音」として/au/→/aeu/､/a,/→/Ｃｌ/,/e,/→
/al/の変化を槍玉に挙げている('8)。1912年には教育に関わる様々な問題を考え
るコーエン委員会（theCohenCommission）が設立されたが，四つの「植
民地なまり」はそこでも議題の一つになっていた。当時の委員会の報告書に１０
年前から聞かれ始めたとの記述があるので，今世紀始めから存在していたこと
が確認できる。／a】/→/０１/についてはさらに歴史を遡り，ＮＺＥの音韻を論じ
たおそらく最初の資料であるSamuelMcBurneyの新聞記事（フルＰ'･ass、
October5,1987）がすでにこれに触れている。また/a｡/についても多様な変
化があったらしいことが同じ記事から分かる。
ところで今世紀初期の音韻事情を当時の限られた資料を基に推測すると，現
在は見られない種類の二重母音の変化があったようである。例えばｍｅ乃な‘
(August１０，１９１０：４０）には，straight/strelt/，ｍａｋｅ／melk／が“strvte，，
/straIt/,“mike”/maIk/を過ぎ"stroit”/stroItがmoik”/molk/にまで至る例が
挙げられている。これが事実とすれば元来平行的に存在しているはずの２種の
推移/e,/→/a,/,/a,/→/0,/が連続的に起こってしまったことになる。このよう
な変化は無論現在は存在しない。
また'912年の７１ｂＥＴ７?､｡の編集者は，ｍｙ/mal/→"May”/mel/,ｃｒｙ/kral／
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→"Cray"/kre,/等で聞かれる変化を"Ay-fever､'と呼び杣氏糾弾の構えを見せ
ている。Christchurchの高級地Papanuiでよく聞かれることから"Papanui
a([ectations”との別名も与えられたがこの現象は地域的にChristchurchに
限ったものではなかった。コーエン委員会のメンバーとWeIlingtonの現場の
教師との対話からも同じ問題が大きな関し事になっていたことが分かる［原文
はGordonandDeverson（1989:39-40）に収鋼。これは/e】/→/al/の「卑
しき」変化を戻そうとするあま'〕，この変化とは全く無関係であった語の亮f音
まで過剰修正してしまった結果と考えられる。広い意味ではＭＮＺＥの一種と
も言える。この変化は現在でも聞かれる地域があると言われる（Gordonand
Deversonl998:４３)。
４種の二重母音についてオーストラリア英語との類似性にも触れておかねば
ならない。特にＢＮＺＥとそれとの類似は著しい。海外で両国民が話し振りか
らは識別できないと言われる根拠の一つがこれである［第２章参照]oGordon
andDeverson（1985:17-19）はＮＺＥの起源について「混ぜ鉢説」（mixing
bowltheory）を唱えている。19世紀，各移民が出身地から持ち込んだ様々な
地域方言が混じり合い平準化が起こったが，その過程でオーストラリア移民が
多数派を占めていたためオーストラリア英語の影響の強いＮＺＥが形成され
た，というのが説の骨子である''9)。少なくとも４種の二重･母音については，
２０世紀初頭からオーストラリア英語に近い状態が生じ始めていたわけで，説を
支える－つの根拠になろう。いずれにしてもＮＺＥの起源と形成過程について
は回を改めて論じなければならない。
《注》
（１）沢田（1981）は飛考の知り得る限りＮＺＥを専lmlに扱った唯一の和書である。出
版後すでに15年以上総過していることもあ})，その満証法や結論には肯定できない
点もあるが，我が国においてＮＺＥへの関心を高めた意義は高く評価されよう。
（２）1769年に北島東部，現ｲl:のGisbome付近にjamcsCook率いるEndeavour号が
錨を下ろした時点で，ニュージーランドにおける英蔽の使用が開始されたことにな
る。オーストラリアのNewSouthWalesを主な拠点とする，あざらし猟師，捕鯨
者，亜麻や材木の買い付け商人等が1790年代から一時的定住を始めている。さらに
１９世紀に入ると1814年のSamuelMarsden（英腫１国教会系のChurchMissionary
SocieIy所属）を皮切})に宣教活動も加わり，水I|；を前提とした入植者も次第に垪
加してくる。とは肴えヨーロッパ'11身者［オーストラリア経IIJ者を含む］の人'二Iは
1835年の時点でも1500人ｲ111皮であったろうと推定されている（｣VbtUZ〃AJ,､/ｑﾉﾂ『．
（”/Ｙｅｑ'boo々1998)。
（３）現在．ヨーロッパ系が全人口の約80パーセントと推定ざｵしるが，その大部分がア
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イルランドを含めた英語文化圏の出身者である（ﾊﾙ漣ａｊ`J""‘ＱﾉﾂYciaﾉｙ”r6ooA
1998)。ただし'970年代以降ポリネシア系やアジア系の移民が急増している。特に
1990年代には台湾・韓国・香港といった東アジアからの移民が激増し，例えば1995
年６月までの１年間の統計ではイギリスを押さえて台湾が出身国の一位を占めた
（FlHc灯ﾉVＩ?YuZeajα"dl9952:２７)。「アジアの虎（AsianTigers)｣のＧＤＰ上昇による
豊かな移住資金と英語能力を含む移住条件の緩和がその要因と分析されている。最
近では電話のサービス案内からMcDonald,sでもらう子供の玩具のパッケージに至
るまで様々な所に中国語や朝鮮語が併記されている［まれに珍妙な（？）日本語を
目にすることもあるが…]。
（４）例えば国有企業ＴＶＮＺの第１チャンネル（ＴＶＯＮＥ）にはＢＢＣWorld､ＵＫ
Ｔｏｄａｙを始めイギリス製作の番組が目白押しである。カナダ系企業CanWest
GlobalCommunicationsを筆頭株主とする第３チャンネル（ＴＶ3）がもっぱらア
メリカ番組を放映しているのと対照的である。
（５）タスマン海（TasmanSea）をはさんでのライバル関係は国技とも言えるラグビ
ーの試合はもとより，互いの社会・国民性をからかう数限りないジョークにまで及
ぶ。しかしその"polilicallyincorrect，'な内容にもかかわらず深刻な批判はついぞ
聞かれたことがない。ＡＮＺＡＣ（連合軍兵士）として死線を越えた戦友同士の固い
絆か。Power（1996）はオーストラリア人を笑うジョーク集であるが，その表表紙
には笑いこけるキーウィとしかめ面のカンガルーが捕かれ，裏表紙にはこんな－節
がある。
Ｔhishighlydangerousbookcouldpermanentlydamagetrans-Tasmanrela・
Iions・ｂｕｉｌｅｒｓ（aceｉｔ，whocares？Aheallhycontemptisthemainleatureo｛
lheNewZealand-AustraliaTelationship，ａｎｄｎｏｏｎｅｓｅｒｉｏｕｓｌｙｗａｎｔｓｌｈａｔｔｏ 
change 
ちなみに同書の出版元はAucklandのＲｅｅｄ社，印刷はオーストラリアで行われ
ている。
（６）現在，公文書や公共性の高い文書にマオリ語が併記（もしくはそれによる別紙が
用意）されているのは言うまでもない。また初等教育においてもごく初歩ながらマ
オリ誌およびマオリ文化を選択科目として学習する学校が多い。
（７）Soulhland方言を扱った研究としてはBartlett（1992）やGordonandDeverson
（1998:128-29）が有益である。語蕊の意義・用法についてはＯｒｓｍａｎ（1997）が精
繊な情報を提供してくれる。
（８）UniversitvoICanIerburyに提'１１された修士論文Durkin（1972）はこのテーマを
扱った唯一の文献であろう［GordonandDeveTsonU985:６０）に要旨収録]。しか
しこの地方色は交通の発達と共に消滅しつつあることがすでに調査時に指摘され
ている。
（９）1864年にGreymouth近郊に金が発見されるや，枯渇を始めていたオーストラリ
アVictoria州の金鉱から－擢千金を夢見る男達が押しかけた（1865-66年)。また
一足早くゴールドラッシュを迎えていたOtaｇｏ地方からの移動者もこの人波に加
わったとされる。1890年代に入ると今度は炭坑夫が集まり［石炭の発見自体は1847
年LGreymouth北部は瞬く間にニュージーランドを代表する炭坑町に変貌する。
この地の鉱業従事者の多くがアイルランド系カトリック教徒であったことが知られ
ている（McLauchlanl9954:629)。
(10）例えば謙などの入れ物を指して，poltle､punneLchipの３語が地域的に使い分け
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られているという。またi*j島対北島の対照例としてtwitch／couch［イネ科の雑
草]；ｂｕｎｋ／ｗａｇ［(学校を）サボる］といった語がよく引証される。（Gordonand
Deversonl998:126-27)。さらにUnive｢sityo(Canterburyの学部生FionaMason
の授業内発表（筆者臨席1996）からも南島/北島間の語葉の違いが窺われる
［GordonandDeverson（1998:133-34）に要旨収録]。
(11）若年層では/r/の出現があってもほとんどnurse,girl,ｗｏｒｋのように母音/ａ／の
環境に限られるとされる。
(12）都会では「田舎育ち」と見られるのを嫌って，／r/の発声を避けているという
Southland出身者自身の告白もある（GordonandDeversonl998:129)。
(13）ＲＰの/q/はＮＺＥでは前母音化する傾向があるので/a／と表記してある。
(14）認められた違いは地域ではなく社会階級の差に起因すると解されている。
(15）PalmerstonNorth出身のコメデイアンJohnMorrisonClarkeが生み出したＴＶ
の登場人物，ＦｒｅｄＤａｇｇはまさにこのイメージにぴったりである。ＮＺＥ研究者の
間では，ＦｒｅｄＤａｇｇと聞くだけでＢＮＺＥを指すものと了解される程よく知られて
いる。
(16）筆者の娘の友人で，私立女子枝に通う生徒達と長期間にわたって接する機会があ
った。しかしＣＮＺＥを思わせる発音は特に聞き取れなかった。ちなみにGordon
女史自身が私立女子校に在学していた当時は，ＲＰに倣う方向での発音矯正が日常
的に行なわれていたとのことである。
(17）前者は1912年にコーエン委貝会（lheCohenCommission）のMrWellsがその
報告書の中で，後者は192`1年にFMartinRennerなる教育関係の人物がEduca‐
tionGazelle誌上でそれぞれ用いたとされる［GordonandDeverson（1985:16-17）
に原文収録]。
(18）矢印先の音素は推定である。当時のほとんどの資料はnoun→"ne-oon,，,mile→
“maw-ilr，のように通常の綴り字を変形しての音表記なので,正確な音価は計l)知
れない。
(19）GordonandDeverson（1985:18-19）は1854年から1870年に至るWellingtonの
移民者数を調べた。オーストラリアl出身者がイギリス本土出身者［これには当然様
々な地域方言が含まれる］を上|、った年もあトハ総数でも後者の６割以上に上る。
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